








要約:5 歳 0 ヵ月以上で治療を開始した弱視児の経過を調査した。眼位異常を有する児で

健眼遮蔽を行った場合、治療開始年齢が高くなるに従って遮蔽に要した時間は増加してい

った。5 歳で治療開始した児は最終的には全例 1.0 の視力を得たが、7 歳以降に治療を開

始した児は 8 名中 5 名は 1.0 に達することができなかった。不同視弱視では、5 歳で治療

開始した児は全例 1.0 に達しているが遮蔽に平均 18 ヵ月を要しており、就学までに治療

を完了できていない児が多かった。不同視弱視は 5歳までに治療を開始すれば 1.0 の視力

を得る可能性は高いが、就学後も遮蔽治療を続けなければならず、もっと早期に発見・治

療することが望ましい。


